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 要  旨 

世界的なゲーム使用の拡大とともに，過剰なゲーム使用は生活上の問題となるケー

スが報告されている。本研究は，妊娠中のゲーム使用の変化と日常生活行動やゲー

ムに対する思いとの関係を初産婦・経産婦別に検討し,ゲーム使用を継続する妊婦

の特徴を明らかにすることを目的とした前向き縦断研究である。基本属性，ゲーム

使用状況，日常生活行動，ゲーム使用に関する思いなどについて質問紙調査を行い

，妊娠初期にリクルートした645人のうち，３時期全てに回答した238人のデータを

統計学的に解析している。妊娠中にゲーム使用を継続した妊婦の割合は24.8%，いず

れの時期にも全くゲームを使用しなかった妊婦の割合は48.7%であった。ゲーム使

用を継続する初産婦は妊娠後期にゲーム時間が増加し，妊娠中期から後期にかけて

規則的な睡眠がとれていなかった。また，ゲーム使用を継続する妊婦はパートナー

のゲーム使用割合が高く，自分がゲーム依存かもしれないという思いと満足にゲー

ムができないという思いを持ち，心理的にアンビバレンスな傾向があった。妊娠中

にゲーム使用を継続する初産婦については，パートナーと一緒に話し合い，ゲーム

使用と日常生活のバランスを改善できるように支援することが必要と考えられた。

本研究で得られた研究成果は，ゲームを使用する妊婦に対する助産師としての役割を考

える上で重要な知見であり，本研究の社会的意義は大きく，博士の学位授与に値すると

判断した。 


